
岳北消防本部の沿革

年 月 日 記 事

昭和46年 6月 1日 消防本部及び消防署を置かなければならない市町村を定める政令第１７０号

によって飯山市が常備化を義務付けられる。これを機に岳北広域圏事業の一環

として始動する。

昭和47年 5月

12月 6日

12月22日

飯山市企画課を中心として一部事務組合の設立へ準備体制進む。

岳北広域消防事務組合の設立許可（北信事務所指令４７北県第４７７号）

第一回組合議会開催

昭和48年 4月 1日

4月 5日

6月12日

8月 1日

10月 1日

10月20日

11月 7日

12月20日

12月21日

昭和49年 3月 1日

3月 7日

市役所内に事務局開設

職員定数４３人

組織３市村からの派遣職員を含めて１６名任命

消防本部及び消防署を置かなければならない市町村を定める自治省告示第７

４号によって、木島平村及び野沢温泉村も常備消防化が義務付けられる。

消防本部（飯山消防署）及び野沢分署庁舎建設工事着工

職員９人採用任命

指令車（三菱ジープ）、査察車（トヨタコロナバン）購入

岳北消防本部及び飯山消防署業務開始

職員３７人（１本部１署３係兼務１分署）

超短波無線装置 基地局１０Ｗ（飯山消防署、野沢分署各1局）

救急自動車１Ｂ型（ニッサンセドリック）購入、飯山消防署に配備

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン）1台日本自動車工業会から寄贈、飯

山消防署に配備、セドリック型救急車を野沢分署へ配備

水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン）購入、飯山消防署に配備

一斉指令装置・通信機器完成

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン）１台社団法人日本損害保険協会から

寄贈、野沢分署に配備、セドリックを飯山消防署の救急２号車に配備

昭和49年 4月 1日

5月 1日

6月 9日

8月10日

昭和50年 2月 1日

職員４人採用、飯山市から派遣職員1人 職員４２名 飯山消防署２８人、野

沢分署１４人の体制となる。

査察車（ニッサンサニー）購入、飯山消防署に配備

救急業務を行わなければならない市町村を指定する自治省告示第１３１号に

よって救急業務が正式に義務付けられる。

飯山消防署裏庭舗装工事、消雪パイプ埋設工事、貯水槽工事完成

岳北保健衛生施設組合と合併するため、岳北広域消防事務組合を解散し、新た

に岳北広域行政組合設立許可

昭和51年11月11日

昭和52年 3月31日

岳北地域防火管理協会設立

１名転出（飯山市へ）

昭和52年 4月 1日

8月30日

昭和53年 3月31日

飯山市から派遣職員1名

消防ポンプ自動車（トヨタランドクルーザー）Ａ２級購入野沢分署に配備

１名転出（野沢温泉村へ）



昭和53年 4月 1日

4月12日

5月 2日

10月21日

昭和54年 3月31日

野沢温泉村から派遣職員1名

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン）１台長野県共済農業協同組合連合会

から寄贈

査察車(スズキジムニ―)購入、飯山消防署に配備

消防ポンプ自動車（トヨタランドクルーザー）Ａ１級１台社団法人日本損害保

険協会から寄贈｢火災保険号岳北｣と命名、飯山消防署に配備

１名転出（木島平村へ)

昭和54年 4月 1日

5月30日

11月 1日

昭和55年 3月31日

木島平村から派遣職員１名

査察車(スズキジムニ―)購入、野沢分署に配備

飯山消防署通信室移転

救急業務実施基準に定める１３５時間講習終了、認定証３０人授与

２名転出（飯山市、野沢温泉村へ）

昭和55年 4月 1日

昭和56年 3月31日

飯山市、野沢温泉村から派遣職員2名

２名転出（飯山市、木島平村へ）

昭和56年 4月 1日

6月22日

12月 2日

昭和57年 2月 8日

3月30日

飯山市、木島平村から派遣職員２名

連絡車(ニッサンブルーバード)購入、野沢分署に配備

救急自動車２Ｂ（ニッサンキャラバン）１台社団法人日本損害保険協会から寄

贈、装備付属品の着装完了、飯山消防署に配備

消防ポンプ自動車Ａ２級ＣＤ－Ⅱ型(いすゞＫ－ＳＣＳ３３０フォワードＦＸ

－Ⅱ)購入、飯山消防署に配備

耐熱防火服(ＡＴ－３)３着購入

昭和57年 4月30日

5月 1日

8月24日

9月12日

10月29日

11月24日

12月 1日

昭和58年 3月31日

１名転出（野沢温泉村へ）

野沢温泉村から派遣職員１名

飯山消防署無線の空中線を「半波ダイポール積み重ね型」に変更、通信可能範

囲を拡大する。

台風18号により樽川堤防が決壊し木島地区に水害発生

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン）購入、野沢分署に配備

化学消防ポンプ自動車Ａ２級（日機式化学Ⅰ型、いすゞＫ－ＳＤＲ３２０フォ

ワードＦＸ－Ⅲ）購入、飯山消防署に配備

長野県防災行政無線稼働

他１名飯山市へ転出

昭和58年 4月 1日

5月24日

9月29日

12月 7日

昭和59年 1月30日

飯山市から派遣職員１名

連絡車（トヨタカリーナ）購入、飯山消防署に配備

台風10号により千曲川堤防が決壊し戸狩地区、柏尾地区に水害発生

防火広報車（トヨタハイエース）日本防火協会から寄贈

飯山消防署庁内非常照明設備設置

昭和59年 4月 1日

11月 5日

昭和60年 3月31日

長野県救急医療情報システム稼働

救命ボート（ヤマハＵＷ１４Ａ）１艇購入

救命ボート用船外機（ヤマハ９､９ＤＬ）購入

消防職員年齢構成適正化事業３名転出（飯山市、木島平村、野沢温泉村へ）



昭和60年 4月 1日

5月28日

昭和61年 2月20日

2月24日

3月31日

３名採用 〔２名新採用、１名野沢温泉村から派遣（消防職員年齢構成適正化

事業）〕

岳北消防本部救助隊発足（１０名）

消防ポンプ自動車Ａ２級・ＢＤ－１型（ニッサンサファリ）購入野沢分署に配

備

救急自動車２Ｂ型（いすゞ・４ＷＤ）購入、飯山消防署に配備

消防職員年齢構成適正化事業により１名転出（木島平村へ）

昭和61年 4月 1日

7月15日

7月24日

10月 1日

昭和62年 3月31日

１名採用（消防職員年齢構成適正化事業）

飯山消防署車庫改修（オーバースライダー）

指令車（三菱パジェロ）購入、飯山消防署に配備

救助隊１名増員（１１名）

消防職員年齢構成適正化事業により１名転出（野沢温泉村へ）

昭和62年 4月 1日

4月20日

6月12日

9月26日

昭和63年 3月30日

昭和63年 3月31日

野沢温泉村から派遣職員１名

救助隊３名増員（１４名）

査察車（ダイハツハイゼット）購入、飯山消防署に配備

軽トラック（スズキキャリイ・４ＷＤ）滝沢組より寄贈

訓練塔工事第1期完成（本体）

消防職員年齢構成適正化事業により２名転出（飯山市、木島平村へ）

昭和63年 4月 1日

4月28日

10月 4日

10月21日

12月 7日

平成元年 2月28日

3月31日

２名採用（消防職員年齢構成適正化事業）

重量物排除器具（マキシーホース）購入

野沢分署、消防無線基地、空中線｢半波ダイポール積み重ね型｣に変更

救急自動車２Ｂ型（トヨタ・４ＷＤ）購入、野沢分署に配備

訓練塔工事第２期完成（鉄骨造５階建 Ｈ＝18.15m）

総合気象観測装置導入第１期事業

消防職員年齢構成適正化事業により１名転出（飯山市へ）

平成元年 4月 1日

6月 2日

7月28日

7月29日

9月30日

平成 2年 3月23日

３名採用（消防職員年齢構成適正化事業）

飯山市から派遣職員１名

査察車（スズキエブリイターボ）購入、野沢分署に配備

総合気象観測装置導入第２期事業

日本消防協会から緊急用伝達機材寄贈（携帯無線１０台拡声器２台）

消防職員年齢構成適正化事業により３名転出（ 飯山市、木島平村、野沢温泉

村へ）

救急自動車２Ｂ型（トヨタ・４ＷＤ）長野県共済農業共同組合連合会から寄贈、

飯山消防署に配備

平成 2年 4月 1日

6月20日

6月30日

8月15日

9月30日

10月 1日

平成 3年 2月 1日

２名採用（消防職員年齢構成適正化事業）

飯水危険物安全協会と中高危険物安全協会を解散し、新たに北信危険物安全協

会を設立

通信統制及び緊急情報システム導入第１期事業（通信室改良工事）

総合気象観測装置導入第３期事業

消防職員年齢構成適正化事業により２名転出 （飯山市へ）

野沢温泉村１１９番を消防本部へ統合

消防用無線機アンテナ・パンザマスト設置



平成 3年 4月 1日

9月30日

12月18日

12月24日

平成 4年 3月24日

3月31日

３名採用（消防職員年齢適正化事業）

消防職員年齢構成適正化事業により２名転出（ 野沢温泉村へ）

消防ポンプ自動車ＣＤ－１型（三菱キャンター）購入、飯山消防署に配備

救急自動車２Ｂ型（トヨタ・４ＷＤ、県下初の防振ストレッチャ－装備）斑尾

高原開発㈱から寄贈、飯山消防署に配備

通信統制及び緊急通信指令施設導入第２期事業（指令台）

通信統制及び緊急通信指令施設導入第２期事業（無線機）

空気充填設備第1期事業（充填室建設）

１名転出（飯山市へ）

平成 4年 4月 1日

4月18日

5月 6日

9月30日

平成 5年 3月20日

3月31日

消防職員定数４５人に改正（４３人）

３名採用（消防職員年齢適正化事業）

飯山市から派遣職員１名

連絡車（スバルレガシィ・４ＷＤ）購入、飯山消防署に配備

長野県消防学校へ１名短期派遣（１１月６日まで）

１名飯山市へ派遣、野沢温泉村へ１名転出（消防職員年齢適正化事業）

通信統制及び緊急通信指令施設導入第３期事業（無線統制台）

空気充填設備第２期事業（空気充填設備）

１名転出（木島平村へ）

平成 5年 4月 1日

5月11日

6月15日

12月 1日

平成 6年 3月28日

消防職員定数４８人（４５人）

３名採用（増員）、救助隊１名増員（１５名）

初めての救急救命士誕生 県下５番目

連絡車（トヨタスプリンターカリブ・４ＷＤ）購入、野沢分署に配備

救助隊３名増員（１８名）

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン・４ＷＤ）長野県共済農業協同組

会連合会から寄贈、野沢分署に配備

平成 6年 4月 1日

10月 4日

平成 7年 3月31日

３名採用（消防職員年齢適正化事業）

救助工作車（三菱ふそうファイター）社団法人日本損害保険協会から寄贈、飯

山消防署に配備

１名転出（飯山市へ）、１名退職

平成 7年 4月 1日

平成 8年 3月11日

3月13日

飯山市から派遣職員1名

高規格救急自動車（いすゞスーパーメディック４WD）消防防災整備事業費補助

事業にて購入、飯山消防署に配備

小型動力ポンプ付積載車(ニッサンアトラス)購入、野沢分署に配備

平成 8年 4月 1日

5月 1日

6月14日

9月25日

12月 6日

１名採用（消防職員年齢適正化事業）

高規格救急自動車運用開始

査察車（スズキエブリイ）購入、飯山消防署に配備

岳北地域防火管理協会２０周年記念事業を開催

蒲原沢土石流災害発生 県消防相互応援隊２４名出動

平成 9年 4月 1日

9月30日

平成10年 3月31日

２名採用（消防職員年齢適正化事業）

栄村消防常備化準備室開設

消防職員年齢構成適正化事業により飯山市へ２名派遣

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン・４ＷＤ）長野県共済農業協同組合連

合会から寄贈

１名転出（野沢温泉村へ）



平成10年 4月 1日

4月20日

7月29日

9月30日

11月 1日

平成11年 3月 4日

職員定数５８人（４８人）１０名増員〔９名新採用・1名栄村から派遣（栄分

遣所開所による増員）〕

野沢温泉村から派遣職員１名

長野県消防学校へ１名短期派遣（５月２１日まで）

査察車（ホンダストリート）購入、栄分遣所に配備

ポンプ車（いすゞエルフ）購入、栄分遣所に配備

栄分遣所開所

救急自動車２Ｂ型(平成１０年３月３１日に長野県共済農業協同組合連合会か

ら寄贈)を栄分遣所に配備

化学車（日野レンジャー）購入、飯山消防署に配備

平成11年 4月 1日

7月30日

平成12年 1月31日

3月22日

3月31日

職員定数６１人（５８人）３名採用（当直体制の強化）

指令車（ホンダＣＲ－Ｖ・４ＷＤ）購入、飯山消防署に配備

１名退職

救急自動車２Ｂ型（ニッサンキャラバン・４ＷＤ）長野県共済農業協同組合連

合会から寄贈、野沢分署に配備

２名転出（飯山市へ1名、野沢温泉村へ１名）

平成12年 4月 1日

8月22日

10月 1日

11月27日

平成13年 3月26日

3月31日

職員定数６３人（６１人）４名採用（当直体制の強化）

救助用組立式ボート（ＮＫＭ－１）1艇購入、ボート用船外機（ヤマハ２５Ｎ

ＭＨ）購入

通信指令業務の専任化

ポンプ車（日野デュトロ）購入、野沢分署に配備

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）市町村消防設備整備費補助金事

業にて購入、野沢分署に配備

１名退職

平成13年 4月 1日

4月13日

5月 9日

9月27日

11月10日

職員定数６５人（６３人）３名採用（当直体制の強化）

本部車（日産セレナ・４ＷＤ）購入、飯山消防署に配備

長野県消防学校へ1名短期派遣（６月１３日まで）

野沢分署２階改修工事完了

岳北地域防火管理協会２５周年記念事業を開催

平成14年 4月 1日

5月 1日

9月30日

平成15年 3月28日

２名採用

栄分遣所を栄分署に改称

飯山消防署連絡車（トヨタ・ガイヤ）更新

野沢分署１階改修工事完了

飯山消防署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）を更新、市町村消防設備

整備費補助金事業にて購入

飯山消防署訓練場及び駐車場整備

平成15年 4月 1日

6月28日

平成16年 2月27日

１名採用

職員交流研修により飯山市へ１名派遣（１年間）

軽トラック（スズキ・キャリイ）更新

栄分署竣工（栄村役場庁舎と合築）

平成16年 4月 1日

4月12日

7月18日

10月23日

平成17年 2月10日

組織改革により、消防本部に課制を導入

栄分署新庁舎業務開始

長野県消防学校へ１名短期派遣（１０月８日まで）

福井豪雨災害発生 緊急消防援助隊６名出動

新潟県中越地震発生 緊急消防援助隊１０名出動

災害対応特殊水槽付ポンプ自動車(日野・レンジャー)平成１６年度消防防災設

備整備費補助金事業にて購入、飯山消防署に配備



平成17年 4月 1日

11月 7日

11月16日

12月20日

平成18年 1月

職員定数６６人（６５人）１名採用

長野県消防学校へ１名長期派遣（２年間派遣１年目）

長野県防災行政無線衛星系設備導入

携帯119番通報直接受信システム導入

災害対応特殊ポンプ自動車(日野・デュトロ)平成１７年度消防防災設備整備費

補助金事業にて購入、飯山消防署に配備

豪雪に伴う管内支援 延べ４８名出動

平成18年 4月 1日

5月 8日

7月11日

平成19年 3月31日

長野県消防学校へ１名長期継続派遣（２年目）

長野県消防学校へ1名短期派遣（６月９日まで）

飯山消防署査察車更新(スズキエブリイ)、栄分署連絡車導入(スズキエブリイ)

１名退職、１名転出（栄村へ）

平成19年 4月 1日

6月 9日

8月 1日

11月27日

２名採用

野沢分署連絡車（スズキエブリイ・４ＷＤ）更新

飯山消防署資機材搬送車（トヨタハイエースバン・４ＷＤ）更新

通信指令台更新

平成20年 4月 1日

9月30日

10月 1日

平成21年 3月13日

3月31日

消防広域化研究協議会事務局へ１名派遣

災害対応特殊救急自動車（トヨタ・ハイメディック）平成２０年度国庫補助事

業にて購入、飯山消防署に配備

栄分署高規格救急車配置（旧飯山消防署高規格救急車）

野沢分署積載車（ニッサンアトラス・４ＷＤ）更新

２名退職

平成21年 4月 1日

10月15日

11月 2日

11月12日

平成22年 3月31日

職員定数６７人（６６人）３名採用

長野県消防学校へ1名短期派遣（１０月６日まで）

１名退職

本部車（日産セレナ・４ＷＤ）更新、飯山消防署に配備

栄分署査察車（スバルサンバートラック）更新

３名退職

平成22年 4月 1日

平成23年 3月11日

3月31日

３名採用

東北地方太平洋沖地震発生 緊急消防援助隊１４名出動

２名退職

平成23年 4月 1日

9月13日

平成24年 3月31日

２名採用

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）長野県共済農業協同組合連合会

から寄贈、野沢分署に配備

２名退職

平成24年 4月 1日

6月11日

12月10日

12月12日

平成25年 3月29日

3月31日

職員定数６８人 ４名採用

長野県消防学校へ１名短期派遣（１０月１０日まで）

野沢分署新庁舎建設工事着工

野沢分署新庁舎竣工・竣工式

野沢分署新庁舎業務開始

野沢分署旧庁舎解体工事完了

１名退職

平成25年 4月 1日

8月 9日

8月12日

8月27日

職員定数７０人 ３名採用

長野県消防防災航空センターへ１名派遣（平成２８年３月３１日まで）

岳北消防本部・飯山消防署新庁舎建設工事着工

連絡車（日産セレナ・４ＷＤ）更新、飯山消防署に配備

消防救急デジタル無線新野沢中継局建設工事着工



8月30日

9月 2日

9月 3日

平成26年 3月31日

資機材搬送トラック（三菱キャンター・４ＷＤ）公益財団法人長野県市町村振

興協会消防本部活動支援事業にて購入、飯山消防署に配備

消防救急デジタル無線貝立山中継局建設工事着工

ゴム製救助艇（アキレスＳＥ４００）１艇購入

消防救急デジタル無線新野沢中継局竣工

３名退職

平成26年 4月 1日

8月31日

9月 1日

9月 4日

9月12日

9月26日

9月27日

平成27年 3月31日

職員定数７０人 ３名採用

消防救急デジタル無線貝立山中継局竣工

岳北消防本部・飯山消防署新庁舎竣工

岳北消防本部・飯山消防署旧庁舎閉署式 新庁舎業務開始

岳北消防本部・飯山消防署新庁舎開署式

岳北消防本部・飯山消防署新庁舎竣工式

御嶽山噴火災害発生 県消防相互応援隊２６名出動

６名退職

平成27年 4月 1日 職員定数６７人 ３名採用


